
　「海と太陽とみどりの中で ひとが輝きまちが輝
く湘南・茅ヶ崎」、茅ヶ崎市民児協は13の地区民児
協からなり、市の理念実現の一翼を担うべく地域
福祉活動に取り組んでおります。
　茅ヶ崎市では、地域で青少年育成活動を行うこ
とを目的に青少年育成推進協議会が市内小学校区
に組織化され、年間事業計画に沿って民児協を含
めた諸団体および地域住民と連携をしながら、地

◆特集　令和２年度受章（賞）者紹介～おめでとうございます～
●活動研究レポート　新しい生活様式に向けたオンライン会議について考える
●ひとネットワーク　ひきこもりの子どもを持つ親の会「ＫＨＪ神奈川　虹の会」
●News＆インフォメーション　●通信員だより（伊勢原市・大和市・葉山町）

域に根を下ろした活動を展開しています。写真は、
令和元年12月に行われたお年寄りや子どもたちを
招待してのクリスマス会の模様です。本年度はコ
ロナ禍で多くのサロン活動が制限されましたが、
来年こそは地域の方とのふれあい・いきいき活動
ができることを願っております。

（茅ヶ崎市民生委員児童委員協議会）

No.144

－支えあう  住みよい社会  地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし
茅ヶ崎市立萩園中学校合唱部によって、素晴らしいハーモニーが奏でられ、

ハンドベルの音色も心地よく響き渡りました（鶴嶺西地区民児協）
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇
春
の
叙
勲
褒
章
（
４
月
29
日
付
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

〔
綾
瀬
市
・
元
〕
内
海
美
穂
子

〔
小
田
原
市
〕
田
近
公
榮

【
藍
綬
褒
章
】

〔
小
田
原
市
・
元
〕
泰
田
幸
枝

◇
秋
の
叙
勲
褒
章
（
11
月
３
日
付
）

【
藍
綬
褒
章
】

〔
横
須
賀
市
〕
魵
澤
照
代

〔
小
田
原
市
・
元
〕
市
川　

江　

〔
大
和
市
・
元
〕
平
本
美
惠
子

〔
綾
瀬
市
・
元
〕
松
本
信
之

〔
秦
野
市
〕
丸
山
清
江

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
11
月
13
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
藤
沢
市
〕
三
觜
忠

〔
秦
野
市
〕
須
永
克
子

〔
座
間
市
〕
山
田
ヨ
シ
子

〔
箱
根
町
〕
勝
俣
晶
子

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
団
体
】

　

横
須
賀
市
浦
賀
地
区
民
児
協

◇
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
（
定
時
表
彰
）

（
１
月
７
日
付
）

〔
平
塚
市
・
元
〕
三
浦
惠
美
子

〔
茅
ヶ
崎
市
・
元
〕
酒
井
和
子

〔
開
成
町
・
元
〕
辻
村
貴
子

〔
湯
河
原
町
・
元
〕
橋
本
佳
宏

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
11
月
13
日
付
）

〔
横
須
賀
市
〕
岩
田
勝
江

〔
鎌
倉
市
〕
宮
嵜
早
苗

〔
藤
沢
市
〕
石
井
康
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
木
村
は
な
子

〔
大
和
市
〕
力
武
美
也
子

〔
寒
川
町
〕
石
塚
美
智
子

〔
箱
根
町
〕
村
上
ち
ず
子

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

（
10
月
22
日
付
）

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
】

　

大
和
市
民
児
協

　

藤
沢
市
藤
沢
東
部
地
区
民
児
協

【 

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
役
員
表
彰
】

〔
小
田
原
市
〕
橋
本
尚
信

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰
】

〔
座
間
市
〕
橋
本
禎
子

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
三
和
春
枝　

黒
川
紀
雄

〔
平
塚
市
〕
髙
梨
て
る
よ　

浦
壁
孝
子

〔
鎌
倉
市
〕
宮
崎
芳
子　

千
代
美
和
子

〔
藤
沢
市
〕
森
田
万
紀
子　

堀
田
順
子

〔
小
田
原
市
〕
池
田
法
枝

　

山
崎
由
紀
子　

宮
本
純

　

髙
橋
し
の
ぶ　

中
野
桂
子

　

井
上
奈
美
子　

久
保
寺
征
一

　

辻
美
智
子　

掬
川
光
美　

山
田
信
子

　

川
向
由
起
子　

佐
藤
直
美

　

秋
山
惠
美
子　

安
藤
邦
子

　

田
邉
淳
子　

小
塩
千
惠　

佐
宗
昌
子

　

大
川
紀
江　

椎
野
尚

〔
秦
野
市
〕
中
原
時
江　

飯
塚
雄
三

　

飯
田
ひ
と
み　
　

〔
厚
木
市
〕
木
村
美
子

〔
大
和
市
〕
齋
藤
啓
子　

田
邉
は
る
み

　

本
間
和
子　

牧
野
康
子　

岡
田
靜
江

　

小
川
恵
子

〔
湯
河
原
町
〕
髙
橋
保

◇
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
（
11
月
13
日
付
）

【
奉
仕
功
労
者
】

〔
逗
子
市
〕
新
田
清
美

【
優
良
地
区
・
団
体
】

　

湯
河
原
町
民
児
協

◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
６
月
17
日
付
）

【
社
会
福
祉
分
野
】

〔
座
間
市
〕
稲
垣
文
野

〔
横
須
賀
市
〕
岩
田
勝
江

〔
大
和
市
〕
菊
地
慶
子

〔
逗
子
市
〕
坂
口
敏
子

〔
綾
瀬
市
〕
藤
原
百
合
子

〔
藤
沢
市
〕
堀
口
陽
子

〔
平
塚
市
〕
山
田
信
子

◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
12
月
７
日
付
）

【 

在
職
30
年
永
年
民
生
委
員
・
児
童
委

員
勤
続
表
彰
】

〔
藤
沢
市
〕
手
島
曉
子　

國
弘
信
子

〔
藤
沢
市
・
元
〕
高
須
喜
代
美

〔
小
田
原
市
〕
瀬
戸
昌
子

〔
伊
勢
原
市
〕
若
松
操

〔
箱
根
町
〕
山
本
房
子

〔
大
和
市
〕
細
井
和
子　

小
菅
菊
美

【 

在
職
15
年
永
年
民
生
委
員
・
児
童
委

員
勤
続
表
彰
】

〔
平
塚
市
〕
加
藤
健
太
郎　

橋
本
勢
作

　

島
村
明
美　

立
澤
厚
子　

瀬
沼
俊
男

　

相
み
さ
子　

綾
部
日
壽　

佐
藤
良
子

　

大
谷
洋
子　

内
藤
和
子

〔
鎌
倉
市
〕
稲
田
安
子　

河
野
美
志

　

水
上
弘
子　

渡
邊
夕
雅　

藤
井
和
子

　

岡
村
千
恵
子　

岩
田
い
さ
子

　

杉
山
糸
江　

足
立
祐
子

　

太
田
由
美
子　

莇
依
子　

平
井
潤
子

　

若
林
育
子

令
和
２
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介
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〔
鎌
倉
市
・
元
〕
藤
島
節
子　
緑
川
桂
子

〔
藤
沢
市
〕
板
原
直
枝　

伊
井
之
博

　

安
藤
和
子　

小
林
教
子　

太
田
淳
子

　

浅
野
貴
子　

井
尾
富
美
子

　

川
村
久
子　

佐
藤
眞
知
子

　

野
村
京
子　

藤
澤
智
子

　

落
合
八
重
子　

北
村
嘉
孝

　

坂
本
明
日
香　

村
上
庸
介　

品
田
雅

　

岩
淵
冨
美
代　

鳥
羽
登
志
子

　

河
野
千
惠
子　

重
田
幸
雄　

齋
藤
勇

　

櫻
井
惠
子　

川
口
道
子

　

井
上
美
恵
子　

堀
沙
智
子

　

児
玉
文
卿

〔
藤
沢
市
・
元
〕
由
井
清
子　
小
泉
富
子

　

鷹
﨑
律
子　

村
上
弘
子　

落
合
優

　

長
谷
川
政
四　

中
村
奈
緒
子

　

落
合
英
只　

市
川
み
ど
り

　

大
嵩
忠
義　

松
倉
明
子　

名
倉
順
子

〔
小
田
原
市
〕
中
島　

秀
子

　

小
野
美
代
子　

永
田
久
美
子

　

磯
﨑
伸
子　

岩
田
隆
一

　

矢
島
ケ
イ
子　

磯
﨑
一
子

　

鈴
木
修
一　

松
本
公
子

〔
小
田
原
・
元
〕
野
島
千
津
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
鈴
木
志
津
江

　

山
上
壽
子　

酒
井
和
子　

中
尾
圭
子

〔
逗
子
市
〕
木
下
京
子　

芹
澤
ふ
さ
江

　

青
柳
美
津
子　

大
黒
ハ
ル
ミ

〔
逗
子
市
・
元
〕
相
澤
あ
や
子

〔
三
浦
市
・
元
〕
星
野
早
苗

　

菱
沼
知
代

〔
秦
野
市
〕
山
﨑
文
子

〔
秦
野
市
・
元
〕
榎
本
惠
美
子

　

小
幡
か
ほ
る　

原
逸
夫　

〔
厚
木
市
〕
高
橋
正
枝　

笹
沼
朋
子

　

髙
橋
純
子　

関
口
正
昭

　

鎌
田
百
合
子　

河
合
美
津
子

〔
厚
木
市
・
元
〕
森
住
勝
夫　
平
本
俊
弘

　

髙
橋
は
る
子　

志
村
忠
臣

〔
大
和
市
〕
虫
賀
美
咲　

北
村
美
枝
子

　

壬
生
幸
百
合　

佐
藤
惠
子

　

山
澤
園
江　

金
子
直
勝　

加
藤
幸
子

　

原
田
悦
子　

大
山
和
子　

森
ト
シ
子

　

館
合
み
ち
子　

田
平
恭
子

〔
伊
勢
原
市
〕
石
塚　

京
子

〔
海
老
名
市
〕
平
井
敦
子　

間
宮
久
子

〔
海
老
名
市
・
元
〕
水
本
晶
子

　

杉
原
美
津
江

〔
座
間
市
〕
中
村
由
美　

関
口
征
子

　

池
田
た
か
子　

阿
部
正
信

　

木
口
一
代　

鈴
木
い
づ
み　

〔
座
間
市
・
元
〕
手
塚
紀
子

　

越
智
慶
子　

平
野
せ
つ
子

　

和
田
泰
弘　

曽
根
彰
子　

加
藤
弘
子

　

末
永
八
百
子　

野
﨑
ヨ
シ
ヱ

　

佐
藤
雅
彦　

〔
綾
瀬
市
〕
花
井
さ
つ
子　

川
野
保
代

　

峰
岸
恵
美
子

〔
清
川
村
〕
山
口
理
恵

〔
寒
川
町
〕
𠮷
川
京
子

〔
二
宮
町
〕
野
谷
美
惠
子

〔
大
井
町
〕
山
本
香
代
子

◇
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝

（
11
月
４
日
付
）

  【
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝（
個
人
）】

〔
平
塚
市
〕
橋
本
勢
作　

庄
司
史
弘　

　

川
島
辰
治　

中
山
裕
史　

齋
藤
靖
彦

　

小
室
修
二　

岩
﨑
悦
子　

山
田
信
子

　

井
上
勝
博

〔
小
田
原
市
〕
岡
田
健　

折
金
典
夫

〔
松
田
町
〕
早
崎
昭
代

※
敬
称
略
。
原
則
同
一
市
町
村
内
は
受

賞
名
簿
順
に
掲
載
。
所
属
は
受
賞
当
時

の
も
の
。

〔
大
井
町
・
元
〕
植
松
伸
二

〔
箱
根
町
〕
平
塚
め
ぐ
み

〔
湯
河
原
町
・
元
〕
橋
本
佳
宏

　

髙
杉
正
枝　

袴
田
百
合
子

　

露
木
初
子

 【
共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰（
個
人
）】

〔
逗
子
市
〕
坂
口
敏
子

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

（
11
月
４
日
付
）

  【
永
年
勤
続
功
労
者（
勤
続
20
年
以
上
）】

〔
平
塚
市
〕
小
泉
惠
子　

金
剛
昭
枝

〔
鎌
倉
市
〕
大
塚
眞
理
子

〔
藤
沢
市
〕
五
十
嵐
弘
枝

〔
厚
木
市
〕
田
中
祐
子

〔
綾
瀬
市
〕
安
藤
要
子　

栗
𠩤
芳
子

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
11
月
４
日
付
）

  【
永
年
勤
続
功
労
者（
勤
続
10
年
以
上
）】

〔
横
須
賀
市
〕
黒
川
紀
雄　

若
井
博

〔
平
塚
市
〕
浦
壁
孝
子

〔
鎌
倉
市
〕
椎
野
和
子　

星
野
茂

〔
藤
沢
市
〕
鈴
木
芳
枝　

堀
田
順
子

〔
小
田
原
市
〕
柳
井
由
美
子

〔
逗
子
市
〕
塚
野
晴
美

〔
秦
野
市
〕
飯
田
ひ
と
み　

飯
塚
雄
三

　

中
原
時
江

〔
大
和
市
〕
小
川
惠
子

〔
葉
山
町
〕
小
宮
和
子　

　令和2年7月豪雨災害において、県内委員の皆さまよりあた
たかいご支援を賜り、誠にありがとうございました。
　お預かりした支援金は、被害に遭われた県民児協にお送りい
たしましたことをご報告いたします。
●支援金額　総額2,072,736円
●支援金をお届けした民児協
　岐阜県民児協　熊本県民児協
被害に遭われた各地の委員の皆さまには心よりお見舞い申し上げます。

令和 2年 7月豪雨災害へのご支援
誠にありがとうございました
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● 全員の顔が映し出されるため、対面よりも表情が良く見え
る。マスクなしの顔が見える。

●他の人の意見を集中して聞くことができる。
●好きな場所から参加することができる。

●移動する時間や費用を節約することができる。
● いつでもどこでもつながれるため、気楽に数多
く会議を開催することができる。

● コロナ禍では電車やバスに乗らないことで、感
染しない・させない安心感がある。
● オンラインでの研修会も、人数制限がなく横浜
まで行かなくて良いのは良かった。

● 画面を通じていると「冷たい印象」になる。ぬくもりを感
じにくい。

● 1部しかない参考資料の現物を、手に取って見ることがで
きない。
●トラブルが起きたときの不安がある。
● 画面上に映る自分の顔を見ることに抵抗はあ
る。

● らくらくスマートフォンは、機種によっては会
議アプリ（今回はZoom）が使えない。
●スマートフォンは画面が小さくて見にくい。

メリット（長所） デメリット（短所）

●実際にオンライン会議を経験して気付いたメリットとデメリット●

ま
ず
は
、
や
っ
て
み
よ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
対
面
で
の
活
動
が
制
限
さ

れ
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
へ
の
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
活
動
に
も
活
用
で
き
な
い
か
と

い
う
意
見
が
あ
る
一
方
、
非
対
面
に
よ

る
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
や
機
器
の
扱
い
の
煩
雑
さ

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
取
り
組
み
に
は
、
不
安
や
戸

惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
広
報
委

員
会
で
は
、
「
ま
ず
は
、
や
っ
て
み
よ

う
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

事
前
準
備
か
ら
当
日
ま
で

　

ま
ず
、
参
加
す
る
広
報
委
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
で
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
意
し
、
県
民
児

協
事
務
局
作
成
の
説
明
書
に
沿
っ
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
ア
プ
リ
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

（
ズ
ー
ム
）
を
事
前
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
ま
し
た
。
ま

た
、
不
安
が
あ

る
参
加
者
は
、

前
日
ま
で
に
県

民
児
協
事
務
局

と
接
続
確
認
を

し
ま
し
た
。

　

当
日
、
県
民

児
協
事
務
局
が

設
定
し
た
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
入
力
す
る
と
、
参
加
者
の
顔
が

映
り
、
会
議
が
で
き
る
状
況
に
な
り
ま

し
た
。

 

「
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
」
と
い
う

感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
思
っ
て

い
た
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

対
面
の
良
さ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能
性

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
経
験
し
て
み
て
、

「
で
き
る
な
ら
対
面
で
膝
を
突
き
合
わ

せ
、
互
い
の
表
情
や
様
子
を
感
じ
な
が

ら
会
議
が
で
き
た
方
が
良
い
」
と
思
い

ま
し
た
。
つ
な
が
り
や
ぬ
く
も
り
を
感

じ
た
り
、
会
議
前
後
の
何
気
な
い
会
話

が
で
き
る
の
は
、
対
面
の
良
さ
で
す
。

　

し
か
し
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

委
員
活
動
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
が

必
要
に
な
る
時
が
来
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
今
回
の
よ
う
な
非
常
時
や
災
害
時

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
し
て
お

く
事
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

 

「
慣
れ
て
し
ま
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し

た
確
認
や
打
合
せ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

い
、
意
見
交
換
や
重
要
な
話
し
合
い
は

対
面
で
行
う
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
使

い
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
」
と
い

う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
た
ら

　

下
図
の
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

に
は
、
メ
リ
ッ
ト
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

実
際
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
は
、
会
議
の
参
加
者
と
話
し

合
う
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
必
要
性
の

新
し
い
生
活
様
式
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
つ
い
て
考
え
る

〜
広
報
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
み
て
分
か
っ
た
こ
と
〜

私
た
ち
県
民
児
協
の
広
報
委
員
は
、
令
和
元
年
12
月
の
一
斉
改
選
後
か
ら
担
当
し
て
お
り
、
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
る
中
で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
集
合
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
安
が
あ
り

な
が
ら
も
挑
戦
し
た
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
様
子
と
、
そ
の
経
験
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

市町村民児協等発
活動研究レポート

№45

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
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確
認
や
疑
問
の
解
消
は
大
切
で
す
。

　

次
に
、
機
材
や
場
所
、
使
用
す
る
会

議
ア
プ
リ
な
ど
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

ア
プ
リ
に
よ
っ
て
は
、
人
数
や
時
間
の

制
約
が
あ
る
の
で
、
経
験
者
や
、
市
町

村
や
県
の
民
児
協
事
務
局
に
相
談
し
、

各
民
児
協
に
合
う
方
法
を
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

各
地
区
・
市
町
村
民
児
協
で

実
施
す
る
時
の
確
認
事
項

　

各
地
区
・
市
町
村
民
児
協
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
開
催
す
る
場
合
、
３
つ

の
確
認
が
必
要
だ
と
い
え
ま
す
。

　

１
つ
は
、
機
材
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
え
る
環
境
は
必

須
と
な
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
主
催
者
を
誰
が
担
う
の

か
と
い
う
点
で
す
。
参
加
者
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
は
、
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
し
、
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
な
ど
、
誰
か
が
主

催
者
の
役
割
を
担
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
参
加
人
数
で
す
。
今
回

は
11
名
で
し
た
が
、
も
っ
と
大
勢
が
参

加
す
る
場
合
、
画
面
上
で
全
員
の
顔
が

見
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
目

的
に
合
っ
て
い
る
か
確
認
が
必
要
で
す
。

新
し
い
生
活
様
式
に
向
け
て

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は
、
あ
く
ま
で
１

つ
の
手
法
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

活
動
の
充
実
や
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
私
た
ち
の
経
験
が
、
新
し
い

生
活
様
式
に
向
け
た
委
員
活
動
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

「やってみた」
が広がること

　全民児連の調査によると、民児協でのオンラ
イン活用は、定例会13か所（0.3％）、委員間の
情報共有17か所（0.4％）と少なく、コロナを機
に導入した、検討中がそれぞれ55か所（1.3％）
で、どこが多いということはなく一部の都府県に
1～2か所ずつあるくらいという結果でした。活用
できた地域は、たまたま詳しい人がいたとか、過
疎のため市町村がオンライン環境を整えていたと
いうような条件があってできたということではな
いかと思います。民児協全体としては、まだ躊躇
しているというのが現状でしょう。
　本レポートは、各民児協でオンライン活用を具
体的に考える第一歩として、県民児協広報委員会
でオンライン会議をやってみた結果の報告で、実
際上のメリットとデメリットが整理されていてとて

も参考になると思います。
　これをまとめると、移動時間がなく効率的で、
会議も案外支障ないかも、でも慣れないうちは不
安だし画面越しって変な感じ、オンライン環境が
全ての委員に確保されているわけではないのは
課題だなあという感じでしょうか。1回でここまで
は把握できたわけで、これは大きい。何回かやれ
ば、慣れも加わりもっと具体的になるでしょう。直
接対面ができない時の次善策があることは、選
択肢を増やし活動しやすさを確保してくれます。
まずは体験してみて、できるかどうか、やったほう
がよいかはそれから考えればよいことです。各地
域で「やってみた」が始まり広がっていくことを期
待しています。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

 

 

神奈川県立保健福祉大学
教授 中村 美安子さん

自宅からの参加者6名、コタツに入って参加することもできました。市民児協事務局からの参加
者1名、事務局のサポートに感謝です。（その他4名は県民児協事務局）
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■
会
の
活
動
に
か
か
わ
る
課
題

　

ひ
き
こ
も
り
が
長
期
化
し
、
親
子
が

高
年
齢
化
し
た
８
０
５
０
問
題
が
顕
在

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
「
虹
の
会
」
も

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
に
は
40
歳
以
上
の

方
が
多
く
い
ま
す
が
、
行
政
の
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
の
対
象
者
は
39
歳
ま
で
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
の
が

現
状
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
高
年
齢
化
し
た
親
子

が
、
ひ
き
こ
も
り
を
相
談
す
る
専
門
の

行
政
機
関
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
民
生

委
員
の
方
々
が
、
行
き
場
を
失
っ
て
困

っ
て
い
る
親
子
に
出
会
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

家
族
会
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
会
で

必
要
な
情
報
を
得
て
親
が
変
わ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
が
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
し
か
し
、
目
に
見
え
て
変
化
す
る

こ
と
が
な
か
な
か
な
く
、
継
続
し
て
学

習
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

■
親
の
会
の
対
応
と
役
割
は

　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
は
、
自
ら
の
身

の
安
全
の
た
め
に
ひ
き
こ
も
る
と
い
う

行
為
を
し
て
お
り
、
親
の
対
応
に
よ
っ

て
、
当
事
者
の
回
復
へ
の
道
程
が
違
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
親
が
、
安
易
に

ひ
き
こ
も
り
の
引
き
出
し
業
者
と
高
額

な
契
約
を
し
て
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
へ
発

展
す
る
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

親
は
、社
会
の
価
値
観
、世
間
体
や
自

ら
の
常
識
を
基
に
子
ど
も
に
対
応
し
て

し
ま
い
、家
族
に
起
き
た
ひ
き
こ
も
り

を
恥
と
し
、隠
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

そ
し
て
、ど
こ
に
も
相
談
で
き
な
い
状

態
と
な
り
、長
期
化
・
重
症
化
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
親
が
、「
世
間
体
よ
り
本

人
の
人
生
が
大
切
」
と
認
識
し
、
親
の

会
に
参
加
し
て
同
様
な
境
遇
の
仲
間
と

繋
が
る
こ
と
で
、
親
に
意
識
の
余
裕
が

生
ま
れ
、
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

気
兼
ね
な
く
話
せ
、必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る

ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
会
「
Ｋ
Ｈ
Ｊ
神
奈
川 

虹
の
会
」

■
Ｋ
Ｈ
Ｊ
神
奈
川「
虹
の
会
」と
は

　

Ｋ
Ｈ
Ｊ
と
は
、「
家
族
（
Ｋ
）・
ひ
き

こ
も
り（
Ｈ
）・Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ（
Ｊ
）」
の

略
称
で
、
Ｋ
Ｈ
Ｊ
全
国
ひ
き
こ
も
り

家
族
会
連
合
会
の
支
部
組
織
の
ひ
と

つ
で
す
。「
ひ
き
こ
も
り
」
と
い
う
辛

い
生
き
方
を
し
て
い
る
子
ど
も
に
対
し

て
、
親
と
し
て
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
困

っ
た
と
き
、
親
同
士
が
気
兼
ね
な
く
話

せ
、
情
報
が
得
ら
れ
る
会
で
す
。

 

「
虹
の
会
」
で
は
、
専
門
家
に
よ
る

講
演
等
を
適
宜
行
い
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
へ
の
対
応
を
学
習
し
た
り
、
親
同
士

が
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
、
親
が
孤

立
し
た
り
、
社
会
か
ら
ひ
き
こ
も
ら
な

い
よ
う
支
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■
虹
の
会
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

【
参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
よ
り

● 

子
ど
も
が
ひ
き
こ
も
っ
て
２
〜
３
年

の
頃
に
新
聞
で
会
の
立
ち
上
げ（
平
成

15
年
３
月
）を
知
り
、参
加
し
ま
し
た
。

● 

民
間
の
組
織
に
相
談
し
た
ら
、大
失
敗

し
た
。行
政
に
相
談
し
て
も
、担
当
者

が
代
わ
っ
て
不
信
感
を
覚
え
た
か
ら
。

● 
別
の
会
に
は
違
和
感
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
家
族
会
に
は
す
ん
な
り
と
入
る

こ
と
が
で
き
た
。

● 

普
通
の
人
と
は
話
題
に
で
き
な
い
こ
と

が
、こ
の
会
で
は
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

● 

分
か
り
難
い
情
報
を
体
系
的
に
理
解

で
き
る
。

■「
虹
の
会
」の
活
動
内
容

　

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
た
め
の
交

流
・
学
習
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、

会
の
例
会
を
隔
月
毎
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
例
会
の
開
催
状
況
等
を
ま

と
め
た
「
会
報
」
を
２
ヶ
月
毎
に
作
成

し
、
会
員
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
専
門
の
講
師
に
よ
る
親
の
た

め
の
「
学
習
会
」
を
毎
月
２
回
程
度
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
休
止
中
で
す
。

ひとネットワーク
地域と社会資源

ＫＨＪ全国ひきこもり家族連合会HPでも情報誌等をご覧いただけます。 https://www.khj-h.com

Ｋ
Ｈ
Ｊ
全
国
ひ
き
こ
も
り
家
族
会
連
合
会
が
発
行

情
報
誌「
た
び
だ
ち
」第
95
号

●虹の会「会報」

●精神科医による講演

●KHJ全国大会
　支部長会

連絡・問合せ
TEL  080-2107-1171

ホームページ
http://nijinokai.blog73.fc2.com/

主な活動場所
神奈川県立青少年センター
横浜市西区紅葉ヶ丘9番地の１

活　動　日
偶数月（2ヶ月毎）第3又は第4日曜日
13～17時（暫定:14時～16時30分）

活 動 内 容
講話、グループトーク、家族相談

KHJ神奈川「虹の会」
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　

令
和
３
年
３
月
末
に
、
県
民
児
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
。

　

１
つ
目
は
、各
市
町
村
民
児
協
か
ら

の
活
動
報
告
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
を
、各

市
町
村
民
児
協
ご
と
に
投
稿
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。活
動
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、委
員
の
認
知

度
を
高
め
、理
解
を
促
進
し
、協
力
者
を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。各
市

町
村
・
地
区
民
児
協
で
の
取
り
組
み
を
、

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

２
つ
目
は
、
委
員
の
専
用
ペ
ー
ジ
が

で
き
ま
す
。
委
員
活
動
に
必
要
な
資
料

等
を
、
デ
ー
タ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
引
継
ぎ
等
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。　

　

そ
の
他
、
詳
細
は
、
準
備
が
で
き
次

第
連
絡
い
た
し
ま
す
。

全
民
児
連
広
報
紙「
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
」に

大
和
市
下
鶴
間
地
区
民
児
協
が
紹
介
さ
れ
ま
す

　

全
民
児
連
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
、地

区
民
児
協
会
長
向
け
広
報
紙「
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ 

Ｎ
ｏ
219（
令
和
３
年
３
月
発
行
予
定
）」に
、大

和
市
下
鶴
間
地
区
民
児
協
の
地
域
版
活
動

強
化
方
策
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

全
民
児
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
委
員
専

用
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

各
市
町
村
・
地
区
民
児
協
に
お
け
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
で
す
。
い
ま
だ
感
染
予
防
を
し
な

が
ら
の
委
員
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
各

市
町
村
・
地
区
民
児
協
で
は
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
「
み
ん
ぴ
ょ
ん
」
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

検
討
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
み
ん
ぴ
ょ
ん
ス
タ
ン
プ
」と

「
み
ん
ぴ
ょ
ん
シ
ー
ル
」活
用
の
す
す
め

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
住
民
と
対
面
で
会
え

る
機
会
が
少
な
く
な
る
中
、
他
の
方
法

で
つ
な
が
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
特
に
お
手
紙
や
広
報
紙

で
の
や
り
と
り
は
、
手
書
き
や
手
作
り

で
、
あ
た
た
か
み
あ
る
気
持
ち
を
伝
え

る
方
法
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
年
度
は
、

「
み
ん
ぴ
ょ
ん
ス
タ
ン
プ
」
「
み
ん
ぴ

ょ
ん
シ
ー
ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

使
い
方
は
ア
イ
デ
ア
次
第
。
ぜ
ひ
、

工
夫
し
て
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
み
ん
ぴ
ょ
ん
ス
タ
ン
プ
」は
単
位
民

児
協
に
１
セ
ッ
ト
ず
つ
、「
み
ん
ぴ
ょ
ん

シ
ー
ル
」は
各
市
町
村
民
児
協
に
配
布

し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
い
ろ
い
ろ

※委員専用ページのパスワードは「ひろば」裏面に掲載されています。

座間市第二地区民児協の広報紙で▶ 
みんぴょんを紹介

みんぴょんスタンプ▶ 

◀みんぴょんシール

▲伊勢原市民児協（左）と横須賀市民児協（右）は、
　みんぴょん入りポケットティッシュで民生委員をPR

▲厚木市民児協の封筒にみんぴょん

◀ 海老名市民児協
　のビブスに
　みんぴょんのワッペン

▶
秦
野
市
民
児
協
は

　

の
ぼ
り
旗
に
み
ん
ぴ
ょ
ん
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通 信 員 だ よ り
　

民
児
協
の
委
員
同
士
、毎
月
当
た
り
前
の
よ
う
に
開
催
し
た
定
例

会
風
景
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
影
響
で
様
変
わ
り
し
て

い
ま
す
。

　

定
例
会
は
、３
月
か
ら
開
催
中
止
、６
月
か
ら
短
時
間
開
催
、７
月

か
ら
通
常
開
催
、本
年
１
月
か
ら
コ
ロ
ナ
復
活
で
再
度
自
粛
ム
ー
ド

と
な
っ
て
、中
止
ま
た
は
短
時
間
で
の
開
催
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

短
時
間
で
も
定
例
会
を
開
催
す
る
に
は
、次
の
よ
う
な
約
束
を
遵

守
し
て
い
ま
す
。

① 

定
例
会
の
朝
、自
己
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
徹

底
し
て
、も
し
も
体
温
、体
調
に
不
安
が

あ
る
場
合
は
定
例
会
を
自
主
欠
席
す
る
。

② 

マ
ス
ク
の
着
用
と
会
議
室
入
場
時
の
手

洗
い
、手
指
の
消
毒
を
徹
底
す
る
。

③ 

会
議
室
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、密
集
防

止
・
換
気
な
ど
に
特
に
注
意
す
る
。

④ 

会
議
室
使
用
終
了
後
は
、消
毒
液
で
机
・

椅
子
・
使
用
品
な
ど
の
拭
き
上
げ
を
す

る
。

⑤ 

会
長
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、外
部
出
席
者
を
含
め
た
委
員
の

名
簿
を
二
週
間
保
管
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
様
変
わ
り
し
た
厳
し
い
状
態
で
の
定
例
会
で
す
が
、

委
員
同
士
の
公
私
の
情
報
交
換
は
活
発
で
す
。以
前
の
よ
う
な
、和
気

あ
い
あ
い
の
定
例
会
の
風
景
と
委
員
の
絆
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
、コ
ロ
ナ
騒
ぎ
が
終
息
し
て
も
、生
活
様
式
が
変
わ
り
、「
様
変

わ
り
し
た
定
例
会
風
景
」が
当
た
り
前
と
な
る
時
代
が
来
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、定
例
会
開
催
の
意
義
は
、委
員
同
士『
顔
を
見
て

話
す
こ
と
』と『
地
域
の
身
近
な
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
』だ
と
い
う

こ
と
は
、変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

和
田
地
区
民
児
協
で
は
、高
齢
者
部
会
が
企
画
を
練

り
、70
歳
以
上
限
定
で「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
の
も
と
、歌
、踊
り
、落
語
等
の
出
し
物
で
毎
回

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。通
常
は
、各
委
員
が

見
守
り
活
動
を
し
な
が
ら
訪
問
し
て
、出
欠
を
と
り
ま

す
。常
に
100
人
を
超
え
る
参
加
者
で
３
時
間
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
開
催
す
る
事
が
で
き

ず
、定
例
会
で
常
に
案
を
出
し
あ
っ
て
、協
議
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、や
は
り
高
齢
者
の
方
々
に
リ
ス
ク
を

負
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
結
論
で
、コ
ロ
ナ
収
束

を
待
つ
事
に
な
り
、大
変
残
念
な
思
い
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、子
ど
も
部
会
で
は「
子
育
て
サ
ロ

ン
」で
の
企
画
で
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま

し
た
。感
染
症
対
策
に

万
全
を
期
し
、子
ど
も

達
が
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貰
い
、

記
念
写
真
を
撮
っ
て
か

ら
帰
る
と
い
う
、数
分

間
の
行
事
で
し
た
。

　

泣
く
子
や
騒
ぐ
子
も
い
る
中
、何
よ
り
も
驚
か
さ
れ

た
の
は
、一
年
の
間
会
わ
な
か
っ
た
幼
子
達
の
成
長
の

速
さ
で
し
た
。そ
し
て
地
域
の
皆
様
が
掲
示
板
を
見
て

下
さ
り
、心
待
ち
に
し
て
下
さ
っ
た
事
が
嬉
し
く
、と

て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

葉
山
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、高
齢
、障
が

い
、児
童
の
３
つ
の
部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
も
密
を
避
け
る
た
め
に
変
わ
り
ま
し
た
。

全
体
会
議
を
止
め
て
、部
会
ご
と
に
時
間
を
ず
ら
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。部
会
ご
と
に
開
催
す
る
よ
う
に
な

り
、各
委
員
の
活
動
報
告
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
部
会
委
員
の

活
動
報
告
を
紹
介

し
ま
す
。訪
問
が
で

き
な
い
の
で
、高
齢

者
一
人
暮
ら
し
の
方

に
は
電
話
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
が
、中

に
は
用
心
の
為
に
出

な
い
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、町
内
会
の
班

長
さ
ん
か
ら
情
報

を
も
ら
い
な
が
ら
、

担
当
地
区
を
歩
き
な

が
ら
、家
に
灯
り
が
つ
い
て
い
る
か
、庭
に
出
て
い
れ

ば
声
掛
け
を
し
た
り
、お
手
紙
を
入
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。

　

各
委
員
か
ら
は「
活
動
を
具
体
的
に
聞
く
こ
と
が
で

き
参
考
に
な
っ
た
」、「
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
こ

の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
」と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

様
変
わ
り
し
た
定
例
会
風
景

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
民
生
・
児
童
委
員

の
部
会
活
動

担
当
地
区
を
歩
こ
う

通
信
員　

出
縄
　
幹
雄

通
信
員　

倉
林
　
夏
子

通
信
員　

藤
本
　
茂
夫

伊勢原市

大和市

葉山町

順番が待ち遠しい…

児童部会の活動報告の様子
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